
オオワシ

アトサヌプリ（硫黄山）

釧路湿原のパノラマ
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～自 然～

管内には、阿寒湖・屈斜路湖・摩周湖などの

著名な湖を擁し、雌阿寒岳・アトサヌプリ（硫

黄山）などの火山が噴気をあげる「阿寒摩周国

立公園」、我が国最大の湿原に貴重な動植物を

育む「釧路湿原国立公園」、厚岸湖・霧多布湿

原・尻羽岬など、変化に富んだ海岸景観と美し

い植物群落を特色とする「厚岸霧多布昆布森国

定公園」の３つの自然公園があり、阿寒摩周国

立公園及び釧路湿原国立公園においては、現在、

区域の拡張に向けた動きがあるところです。

また、釧路湿原、霧多布湿原、厚岸湖・別寒

辺牛(べかんべうし)湿原、阿寒湖の４箇所が、

湿地の貴重な生物を保全するためのラムサール

条約登録湿地となっています。

これらの優れた自然環境は、タンチョウ、シ

マフクロウ、オオワシ、キタサンショウウオ、

イトウ等の希少な生き物の生息地となっており、

湿原の花々などを身近に見ることのできる地域

として、多くの人が訪れています。

近年は体験型観光の場として、これらの地域

に、四季を通じて自然と親しむための拠点とな

るビジターセンターの整備などが進められ、解

説員や民間ボランティアなどによる利用指導や

自然解説が実施されています。

このような地域の特性を活かし、住民の生活

や地域産業が自然と共生しながら発展していけ

るよう、「ワイズユース」（自然との賢いつき

あい方）の考え方のもと、啓発や実践活動に官

民一体となった取組が進められています。

また、日本を代表する3つの国立公園（阿寒

摩周国立公園、釧路湿原国立公園、知床国立公

園）をつなぐ日本最大規模のロングトレイル

「北海道東トレイル」が令和6年度に開通する

など、管内の魅力を発信しています。

タンチョウ



■管内で自然を楽しむ主な施設 ■タンチョウの生息状況

【出典：環境生活課】

注）●はよく見られる時期です。タンチョウは、夏場湿原内に生息しております。
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釧路総合振興局の取組 厚岸霧多布昆布森国定公園のＰＲ

釧路町・厚岸町・浜中町・標茶町にまたがる「厚岸霧多

布昆布森国定公園」は、「厚岸道立自然公園」を基として、

令和３年３月に指定された、道内で最も新しい、面積約

4.1万ヘクタールの自然公園です。

沿岸に発達する海岸段丘や海食崖、湖沼、湿原など、変

化に富んだダイナミックな地形と、そこに成立する希少な

水鳥繁殖地や湿原植生等の恵まれた生態系が見どころです。

地域の魅力をふんだんに盛り込んだシンボルマークや、

ガイドブックを作成することにより、自然環境・アクティ

ビティ・文化や歴史など、国定公園とその周辺の魅力を発

信し、東くしろ地域の誘客促進を目指しています。

市町村 施設名

釧路市

釧路市動物園

釧路市湿原展望台

釧路市丹頂鶴自然公園

釧路湿原野生生物保護センター

釧路市立博物館

春採湖ネイチャーセンター

阿寒国際ツルセンター

阿寒湖畔エコミュージアムセンター

釧路町 細岡ビジターズラウンジ

厚岸町 厚岸水鳥観察館

浜中町 霧多布湿原センター

標茶町 塘路湖エコミュージアムセンター

弟子屈町 川湯ビジターセンター

鶴居村
温根内ビジターセンター

鶴居・伊藤タンチョウサンクチュアリ

動植物名 主に見られる場所
月

１ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ 10 11 12

動

物

タンチョウ 釧路市阿寒町、鶴居村の給餌場など ● ● ● ● ● ●

オオハクチョウ 阿寒湖、屈斜路湖など ● ● ● ● ● ● ●

オオワシ・オジロワシ 厚岸湖、塘路湖、シラルトロ湖、阿寒川など ● ● ● ●

アオサギ 釧路湿原、塘路湖など ● ● ● ● ● ●

エゾシカ 管内一円 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

植

物

ハマナス 大楽毛海岸など ● ● ●

ゼンテイカ（エゾカンゾウ） 霧多布湿原など ● ● ●

ヒオウギアヤメ あやめヶ原（厚岸町）など ● ●

イソツツジ（白ツツジ） 川湯硫黄山、釧路湿原温根内周辺 ● ●

ミズバショウ 釧路湿原、阿寒湖畔など ● ●

オオバナノエンレイソウ 釧路湿原周辺、釧路町海岸線など ● ●

メアカンキンバイ 雌阿寒岳 ● ●

スゲ類（ヤチボウズ） 釧路湿原とその周辺、その他の湿地 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

■管内の動植物の主な見所



【登録湿地名】 阿寒湖
【所 在 地】 釧路市
【面 積】 1,318ha
【登録年月日】 平成17年11月８日
【湿地の特徴】 火山活動により形成された

カルデラ湖、マリモの生育地

【登録湿地名】 厚岸湖・別寒辺牛湿原
【所 在 地】 厚岸町
【面 積】 5,277ha
【登録年月日】 平成５年６月10日
【湿地の特徴】 汽水湖である厚岸湖と別寒辺

牛川周辺の低層湿原。
オオハクチョウの国内最大級
の飛来地

【登録湿地名】 霧多布湿原
【所 在 地】 浜中町
【面 積】 2,504ha
【登録年月日】 平成５年６月10日
【湿地の特徴】 高層湿原と汽水湖から構成、

ガンカモ類渡来地、タンチョ
ウの繁殖地が分散

【出典：環境省発行パンフレット「日本のラムサール条約湿地」】

【登録湿地名】 釧路湿原
【所 在 地】 釧路市、釧路町、標茶町、

鶴居村
【面 積】 7,863ha
【登録年月日】 昭和55年６月17日
【湿地の特徴】 低層湿原、タンチョウ生息地

釧路湿原 霧多布湿原

厚岸湖・別寒辺牛湿原 阿寒湖
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■管内のラムサール条約湿地



■管内のエゾシカ捕獲頭数の推移

■エゾシカによる農林業被害額の推移

■エゾシカによる交通事故の推移

～エゾシカ～

近年、道内におけるエゾシカの生息数や農

林業被害額は減少傾向にありますが、令和６

年度の農林業被害額は全道で約52億円、釧

路管内でも牧草の被害を中心に約11億円と

依然として高い水準になっています。

また、エゾシカが関係する交通事故も令和

7年は868件発生しており、依然として深刻

な社会問題となっています。

道では「エゾシカ管理計画」を策定して、

国、市町村、研究機関、民間事業者等と連携

しながらエゾシカの捕獲を推進する等、適正

な保護管理に努めており、令和6年度の捕獲

数は、全道で15万7千頭を超え、釧路管内だ

けでも3万３千頭を超えるエゾシカが捕獲さ

れています。

一方で、エゾシカは北海道の魅力的な自然

資源であり、積極的な利用を図ることで、個

体数管理に大きく貢献するとともに、新たな

産業の確立につながる可能性も秘めています。

このため、道ではエゾシカの消費拡大による

有効活用に取り組んでおり、安全安心なエゾ

シカ肉の提供と販路拡大を図り、地域ブラン

ド化を推進することを目的としたエゾシカ肉

処理施設認証制度の運用や、多くの観光客が

訪れる冬まつりの時期に合わせて実施する

「エゾシカフェア」により、エゾシカの魅力

を広くアピールしています。

特に釧路管内では、阿寒湖畔の森林被害を

防ぐため個体数の管理を行うとともに、良質

な食肉等として利用するなどの先進的な取組

も、民間事業者を中心に進められています。

【出典：環境生活課・北海道環境生活部】

囲いわなによる
エゾシカの捕獲
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釧路総合振興局の取組 エゾシカ対策

エゾシカを適正な生息数に導くためには、今

後も関係機関が連携して継続した捕獲対策を進

めていくとともに、捕獲の担い手を確保するた

めの人材育成を進めることも重要です。

捕獲対策としては、平成29年度から国の交付

金を活用し、振興局としても捕獲に取り組んで

おり、令和７年度には、釧路市阿寒及び標茶町

で捕獲を実施し、197頭の捕獲があったところ

です。

また、狩猟に関心のある方々を対象にした狩

猟免許出前教室を開催する等、狩猟者を増やす

取組を行っています。

さらに、釧路管内のエゾシカ対策を推進する

ため市町村や関係機関・団体をはじめとする関

係者が集まり、毎年「釧路総合振興局管内エゾ

シカ・ヒグマ対策連絡協議会」を開催し、情報

を共有しています。


